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第
七
十
一
条
の
三

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
九
条
の
七
第
一
項
又
は
第
十
九
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
住
居
地
を
届
け
出
な
か
つ
た
者

二

第
十
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
新
住
居
地
を
届
け
出
な
か
つ
た
者

三

第
十
九
条
の
十
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
五
（
第
四
項
を
除
く
。）又
は
第
十
九
条
の
十
六
の
規
定
に
違
反
し

た
者

第
七
十
三
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
各
号
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
処
罰
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
過
失
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

一

当
該
外
国
人
の
活
動
が
当
該
外
国
人
の
在
留
資
格
に
応
じ
た
活
動
に
属
し
な
い
収
入
を
伴
う
事
業
を
運
営
す

る
活
動
又
は
報
酬
を
受
け
る
活
動
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
外
国
人
が
当
該
外
国
人
の
活
動
を
行
う
に
当
た
り
第
十
九
条
第
二
項
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

三

当
該
外
国
人
が
第
七
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
七
号
の
二
又
は

第
八
号
の
二
か
ら
第
八
号
の
四
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

第
七
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
の
三

行
使
の
目
的
で
、
在
留
カ
ー
ド
を
偽
造
し
、
又
は
変
造
し
た
者
は
、
一
年
以
上
十
年
以
下
の
懲

役
に
処
す
る
。

２

偽
造
又
は
変
造
の
在
留
カ
ー
ド
を
行
使
し
た
者
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

３

行
使
の
目
的
で
、
偽
造
又
は
変
造
の
在
留
カ
ー
ド
を
提
供
し
、
又
は
収
受
し
た
者
も
、第
一
項
と
同
様
と
す
る
。

４

前
三
項
の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
。

第
七
十
三
条
の
四

行
使
の
目
的
で
、
偽
造
又
は
変
造
の
在
留
カ
ー
ド
を
所
持
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
三
条
の
五

第
七
十
三
条
の
三
第
一
項
の
犯
罪
行
為
の
用
に
供
す
る
目
的
で
、
器
械
又
は
原
料
を
準
備
し
た

者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
三
条
の
六

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

一

他
人
名
義
の
在
留
カ
ー
ド
を
行
使
し
た
者

二

行
使
の
目
的
で
、
他
人
名
義
の
在
留
カ
ー
ド
を
提
供
し
、
収
受
し
、
又
は
所
持
し
た
者

三

行
使
の
目
的
で
、
自
己
名
義
の
在
留
カ
ー
ド
を
提
供
し
た
者

２

前
項
（
所
持
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
。

第
七
十
四
条
の
七
中
「
第
七
十
三
条
の
二
第
二
号
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」に
改
め
、「
第
三
号
」

の
下
に
「
、
第
七
十
三
条
の
三
か
ら
第
七
十
三
条
の
六
ま
で
」
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

一

第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
在
留
カ
ー
ド
を
受
領
し
な
か
つ
た
者

二

第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
在
留
カ
ー
ド
の
提
示
を
拒
ん
だ
者

第
七
十
五
条
の
三

第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
在
留
カ
ー
ド
を
携
帯
し
な
か
つ
た
者
は
、
二
十
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
六
条
第
一
号
中「（
特
別
永
住
者
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第

二
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
の
二
中
「
第
七
十
三
条
の
二
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
七
十
四
条
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
の
二

第
六
十
一
条
の
九
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
同
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
第
十
九
条

の
七
第
一
項
、
第
十
九
条
の
八
第
一
項
、
第
十
九
条
の
九
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
、
第
十
九
条
の
七
第
二
項
（
第
十
九
条
の
八
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
返
還
さ
れ
、
若
し
く
は
第
十
九
条
の
十
第
二
項
（
第
十
九
条
の
十
一
第
三
項
、
第
十

九
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
交
付
さ

れ
る
在
留
カ
ー
ド
の
受
領
又
は
第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
二
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
の
十

三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

別
表
第
一
中
「
第
十
九
条
」
の
下
に
「
、
第
十
九
条
の
十
六
、
第
十
九
条
の
十
七
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
日
本
人
の
配
偶
者
等
の
項
中
「
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
の
規

定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
表
永
住
者
の
配
偶
者
等
の
項
中
「
永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
若
し
く
は

特
別
永
住
者
（
以
下
「
永
住
者
等
」
と
総
称
す
る
。）」
を
「
永
住
者
等
」
に
改
め
る
。

（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
改

正
）

第
三
条

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成

三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
申
請
は
」
の
下
に
「
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、「
事
務
所
に
自
ら
出

頭
し
、
当
該
市
町
村
の
」、「
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
及
び
「
及
び
写
真
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し

書
並
び
に
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
の
書
類
及
び
写
真
」
を
「
前
項
の
書
類
」

に
改
め
、「（
法
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
除
く
。）及
び
写
真
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
、
地
方
入
国
管
理
局
に
自
ら
出
頭
し
」
を
削
り
、「
に
よ
り
、」の
下
に
「
法
務
大
臣
に
」
を
加

え
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
、「
市
町
村
」
を
「
居
住
地
の
市
町
村
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を「（
政
令
等
へ
の
委
任
）」に
改
め
、
同
条
中
「
法
務
省
令
」
の
下
に「（
市
町
村
の
長
が
行
う

べ
き
事
務
に
つ
い
て
は
、
政
令
）」を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
十
条
の
二
中
「
第
六
項
並
び
に
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
十
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
一
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
二
条
第
三
項
、

第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と

す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、「
四
年
」
を
「
六
年
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」に
、

「
五
年
」
を
「
七
年
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
六
条
」
の
下
に
「
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
入
管

法
第
二
十
六
条
の
二
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

入
管
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
有
効
な
旅
券
及
び
特
別
永
住
者
証
明
書
を
所
持
し
て
出
国
す
る
特
別
永

住
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
一
年
（
在
留
期
間
の
満
了
の
日
が
出
国
の

日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
前
に
到
来
す
る
場
合
に
は
、在
留
期
間
の
満
了
ま
で
の
期
間
）」と
あ
る
の
は
、「
二
年
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
各
号
の
一
」
を
「
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
九
条
第
一
項
各
号
」

を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
第
七
十
条
第
八
号
」
を
「
第
七
十
条
第
一
項
第
八
号
」
に
、「
及
び
第
三
項
の
規
定
」
を
「
の
規
定
に

よ
る
」
に
、「
第
四
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
」
を
「
第
四
条
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一

条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
入
管
法
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
特
別
永
住
者
で
あ
っ
て
、入
管
法
第
二
十
六
条
第
一
項
」に
、「
受

け
て
上
陸
す
る
特
別
永
住
者
」
を
「
受
け
て
い
る
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
十
三
条
を
加
え
る
。

（
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
）

第
七
条

法
務
大
臣
は
、
特
別
永
住
者
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
務
大
臣
は
、
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
居
住
地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
当
該
特
別
永

住
者
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
交
付
す
る
。

３

法
務
大
臣
は
、
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
入
国
審
査
官
に
、
当
該
特
別
永
住
者
に
対
し
、
特
別

永
住
者
証
明
書
を
交
付
さ
せ
る
。
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